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洲本市役所企画情報部企画課
高橋　壱 様(タカハシ　ハジメ)

洲本市の住民や行政と大学が連携して地域の活性化を図る課題を解決するプ
ロジェクトで、
テーマ①『鮎屋（あいや）地区』の活性化の提案テーマ
テーマ②『青空市場』全体のプロモーション、マーケティング、広報提案のうち
テーマ①について取り組み地域の活性化を図る

・課題を見つける　鮎屋地区の魅力と問題点について、フィールドワークを行い調
査する。
・発表するためのプレゼンテーション能力
・資料作成やフィールドワークの際のコミュニケーション能力
・結婚式を行うためのプランニング能力

優秀賞をいただきました

人間社会学部
観光学科
特任教授
石橋　仁美(イシバシ　ヒトミ)

<専門・担当科目等>
ホテル・ブライダルコース

最優秀賞ト優秀賞の学生及び、
洲本市の審査員の皆様

学生が、新設されるキャンプ場で、一般公募のカップルに結婚式をプレゼントする
企画を提案する。
実際に実行する場合の、設営・プランナー・司会・アテンド等、すべて学生が行
う。

洲本市の住民や行政と大学が連携して地域の活性化を図る課題を解決するプロジェクト。
『鮎屋（あいや）地区』の活性化として、周辺地域に整備されるキャンプ場と合わせて
キャンプ場でのウエディングトフォトウエディングツアーについてフィールドワーク、実際に可能かどうかの検証を行い
それを洲本市役所五色庁舎内のホールにて発表する。
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鮎屋地区の活性化　および洲本市の地域に眠る観光資源を発掘する。
どうすれば、淡路の北に集まる観光客に洲本市の魅力を伝えるか

「鮎屋の滝」周辺フィールドワーク キャンプ場予定地


